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嗅覚皮質における迅速な情報処理を支えるゼロノイズ相関

一般に、感覚刺激に対する単一神経細胞の応答には必
ずしも完全な再現性がなく、試行毎の「ノイズ」が存在する。
そこで、脳は神経細胞のアンサンブルを用いることで、シグ
ナル-ノイズ比を向上させていると考えられる。しかしながら、
単純な理論計算から、もしも神経細胞のノイズ間に正の相関
が存在する場合には、細胞数を増やしていっても、S/N比が
飽和することが予言される(Zohary et al, Nature 1994)。本研
究においては、マルチ電極を用いて、ラット嗅覚皮質におけ
る神経細胞の発火率のノイズ相関を計算した。視覚野(MT)
におけるノイズ相関は0.1-0.2と知られているのに対して、嗅
覚皮質(anterior piriform cortex)においては、ノイズ相関は
ほぼゼロ(0.005)であった。さらに、ラットが能動的にサンプリ
ング（スニフ）をする期間に、ノイズ相関の値は最も０に近づく
ことがわかった。これらのことから、匂いの情報処理において
は、独立な神経表現が重要な役割を持つと考えられる。
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